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必要に応じて、 
STAがAPをウェイクアップ 

機器連携と通信パラメータ制御で、 
無駄の少ないネットワーク運用 未使用時は自動的にスリープ 

スリープ制御の対象範囲 

Wakeup Signalを識別し無線LAN機能を稼働 

Wakeup! 

Wakeup! 

Radio On Demand Networksの概要図 

無線機器の"つけっぱなし"、"無駄づかい"の対策 

電力および電波リソースを有効利用可能な 

Radio On Demand Networksの技術開発を行った 

オンデマンド型AP 

機器間連携機能 

自動スリープ制御 通信用途に応じた 

省電力通信制御 

無線LAN対応 

Wakeup Receiver 
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自動スリープ制御 

 パケットフローの到着間隔から次フローの到着時間を統計的に予測 

 目標消費電力量や通信品質を考慮してスリープ実行判断 

 過去の利用者の傾向を学習し予測に反映(土日、平日、昼、夜など) 

統計分布に基づいた自動制御 

フロー  

スリープ判別 

次のフロー 
．．． 

①スリープする場合 

②スリープしない場合 

スリープ１回あたり目標とする 

消費電力量の削減量 

APのトラフィック 

過去のフロー到着間隔を元に
次のフロー到着間隔を予測 

APの消費電力
(W) 

時
間 

．．． 

．．． 

② － ① ≧ Δ が成立する時スリープ 

スリープ１回あたりの 

消費電力量の削減量 
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無線LAN対応Wakeup Receiver 

WLAN 
Frame 

1100µs 1280µs 890µs 
t 

WLAN 
Frame 

WLAN 
Frame 

DIFS DIFS 

Back off 

ESSID：”nec_ap1 “ 

Wake-up ID： 
001101001101101 

1100µs 1280µs 890µs 
Convert 

ESSID：”nec_ap1” 

Bit sequence Length of frame 
00000 710 µs 
00001 740 µs 
00010 770 µs 
… … 

11111 1680 µs 

Mapping Table 

Hash 

無線LANフレーム長を用いたウェイクアップ方式 

 無線LANのフレーム長の組み合わせでIDを表現 

 STA：APのIDを表すフレーム長で無線LANフレームを送信 

 AP：フレーム長を検出し、自身のIDと一致した時に起動 

STA オンデマンド型AP 

Wakeup 

Receiver 
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その他の技術開発の一例 

無線LANネットワークを省電力化する様々な技術開発を行った 

確率による誤ウェイクアップ低減 

マルチホップノードへの応用 

通信用途に応じた省電力通信制御 

機器間連携による省電力化 

Wake-up

ESSID:ROD

Association

AP1 AP2

AP3

AP1 AP2

AP3

最適なAPのみ高確率でウェイクアップ！



Page 6 © NEC Communication Systems, Ltd. 2013 

実証実験結果 

高いCO2削減効果が得られることを確認した 

従来のAP ROD-AP

40kg

0kg

10kg

20kg

30kg

7.7kg

36.6kg 28.9kgの削減

年間CO2
排出量

開発技術を結合したオンデマンド型APによる実証実験 

場所：  オフィス、大学、家庭など10拠点 

期間：  2012年11月～2013年2月 

機器：  オンデマンド型AP 

   ：  ノートPC、タブレット端末  

オンデマンド型AP 
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今後の展開及び波及効果創出への取り組み 

http://www.ncos.co.jp

NEC通信システム

弊社ウェイク
アップモジュール

ウェイクアップモジュール

1mW以下で動作するウェイクアップモジュールです。ウェイク

アップモジュールは無線LAN信号を受信し、待機中の機器を起

動（ウェイクアップ）します。ウェイクアップモジュールを組込むこ

とで、待機電力を大幅に削減できます。

適用例

低消費電力ウェイクアップモジュール

無線LAN対応

待ち受け時における消費電力比較

特徴

★消費電力1mW以下で待ち受け

★無線LAN信号（2.4GHz帯）で制御が可能

★ON/OFF制御だけでなく様々な操作も可能

★簡易な回路構成のため、お客様基板への回路搭載が容易

（回路搭載を検討の際は、ご相談下さい）

無線LAN信号で制御可能にもかかわらず、1mW以下の消費

電力で待ち受けが可能です。従来の無線LANによる待ち受けと

比較して、大幅な電力削減が可能となります。

A社 B社

299mW

1mW以下

従来無線LANとの待ち受け電力比較
(2013年4月当社調べ)

297mW

ウェイクアップ
モジュール

使用していないときは本体の機能を停止させ、ウェイクアッ

プモジュールで待ち受けることで搭載装置の消費電力を大幅

に削減できます。

ウェイクアップ
モジュール

電源のON/OFF以外の制御も行うことができるため、低消

費電力、低コストの受信機として利用できます。スマホ１台で

様々な家電制御が可能となります。

ウェイクアップ
モジュール

ウェイクアップ
モジュール

ウェイクアップ
モジュール

無線LAN端末から制御が可能で、
非常に低消費電力な受信機です。

(実物大 : w/d/h : 29mm x 20mm x 3.5mm)

無線LAN対応 Wakeup Receiver 

無線LAN機器の省電力化に加え 

他の周波数帯の無線規格に技術応用可能 

"無線LAN対応Wakeup Receiver"の商用化 
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まとめ 

 

▌無線LAN APの"つけっぱなし"、"無駄づかい"対策として、 

   Radio On Demand Networksを提案し、技術開発を行った  

 

▌ AP1台あたり約80%のCO2排出量削減効果が得られることを 

 実証実験により確認した 

 

▌開発技術は、無線LANのみならず他の無線規格にも応用可能で、 

   無線ネットワークの省電力化に寄与し、低炭素社会実現に貢献する 
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